
お
ん
な
ブ
ル
ー

最
優
秀
賞
受
賞

　
第
25
回
商
工
会
特
産
品
コ
ン
テ
ス
ト

に
て
品
質・デ
ザ
イ
ン・ア
イ
デ
ィ
ア
が

特
に
す
ぐ
れ
て
い
る
も
の
と
し
て
琉
球

ガ
ラ
ス
匠
工
房（
代
表 

松
田
英
吉
）の

恩
納
村
の
恵
ま
れ
た
海
を
表
現
し
た

グ
ラ
ス「
お
ん
な
ブ
ル
ー
」が
非
食
品

部
門
で
最
優
秀
賞（
県
知
事
賞
）を

受
賞
し
、10
月
21
日
沖
縄
県
産
業
ま
つ

り
特
産
品
フ
ェ
ア「
あ
り
ん
く
り
ん
市
」

会
場
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た（
優
良
県

産
品
も
同
時
受
賞
）。

　
11
月
30
日
に
は
、松
田
夫
妻
が
村
長

を
表
敬
し
、「
お
ん
な
ブ
ル
ー
」の
魅
力

と
今
後
も
技
術
の
研
鑽
、後
継
者
育

成
に
取
り
組
む
こ
と
を
語
り
ま
し
た
。

作
曲
家 

渡
久
地
政
信

顕
彰
碑
除
幕
式

　
「
お
富
さ
ん
」や「
踊
り
子
」な
ど

数
々
の
名
曲
を
生
ん
だ
作
曲
家
・

渡
久
地
政
信
氏（
南
恩
納
区
生
ま
れ
）

の
顕
彰
碑
除
幕
式
が
11
月
24
日
、国
道

58
号
交
差
点
隣
接
広
場
で
開
か
れ
、

関
係
者
約
50
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

除
幕
式
で
長
浜
村
長
は「
渡
久
地

メ
ロ
デ
ィ
ー
を
本
村
の
誇
り
と
し
、

大
切
に
歌
い
、語
り
継
い
で
い
く
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
恩
納
村
名
誉
村
民
第
１
号
で
も
あ
る

渡
久
地
氏
は
、第
１
回
日
本
レ
コ
ー
ド

大
賞
作
曲
賞
を
受
賞
、１
９
９
３
年

に
は
勲
四
等
瑞
宝
章
を
受
章
し
て

い
ま
す
。

恩
納
村
民
生
児
童
委
員
退
任
式

　
令
和
4
年
11
月
30
日
付
で
、村
民
生
委
員
と
し
て

任
期
を
終
え
ら
れ
た
5
名
の
方
の
退
任
式
が
村
社
会

福
祉
協
議
会
に
お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。委
員
の

皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、社
会
福
祉
の
増
進
を

任
務
と
し
、地
域
住
民
の
生
活
状
態
や
要
保
護
者

へ
の
保
護
指
導
、社
会
福
祉
施
設
へ
の
連
絡
・
協
力

な
ど
の
活
動
を
長
き
に
わ
た
り
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

退
任
式
で
は
、長
浜
村
長
よ
り「
退
任
さ
れ
る

皆
さ
ま
方
に
は
長
年
に
わ
た
り
地
域
福
祉
を
推
進

す
る
中
心
的
な
担
い
手
と
し
て
、更
に
は
行
政
と

地
域
を
繋
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
ご
活
躍
い
た
だ
き

ま
し
た
。大
変
感
謝
し
て
お
り
ま
す
」と
お
礼
の

言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、村
社
会
福
祉
協
議
会

の
平
良
会
長
よ
り「
地
域
の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
課

題
に
、相
手
の
立
場

に
立
ち
、親
身
に

相
談
に
の
っ
た
り
、

関
係
機
関
等
へ
繋

い
だ
り
、地
域
福
祉

の
顔
と
し
て
の
ご

活
躍
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
」と

感
謝
を
述
べ
ら
れ

ま
し
た
。

前
列
左
か
ら
上
原
眞
知
子（
山
田
区
：
６
年
）、古
波
蔵
清
太

（
仲
泊
区
：
３
年
）、安
富
祖
愛
子（
真
栄
田
区
：
23
年
４
ヶ
月
）、

大
城
節
子（
仲
泊
区：27
年
）、山
城
郁
夫（
恩
納
区：６
年
10
ヶ
月
）

※

（　
）内
は
、担
当
地
域
、在
任
期
間
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